
委員会名

　1　研修旅費 　2　自動車借上料 　3　議長交際費

　別紙報告書のとおり

委員会行政視察報告書　

議会運営委員会

活　　動　　委　　員　　名

小川　洋平　委員長 山田　洋子　副委員長 山端　美樹子　委員

中嶋　秀一　委員 山端　博　委員 斉藤　重美　委員

堰野端　展雄　委員 石橋　義雄　議長 櫻田　百合子　副議長

経　　費　　区　　分

一人当りの費用

・北海道登別市「議員による中高生向けの出前授業、子育てや介護中の

　議員に配慮したオンライン会議など市民参画や多様性を重視する取組

　について」

・北海道小樽市「議会活性化推進会議について」

内容及び成果

※視察報告書の充実を図るため、視察時の質疑応答事項等も記載してください。視察者個々の所感は別途作成し添付してください。

合計金額

823,352 ― 7,632 92,332 830,984

期　　間
（年月日）

令和５年11月８日 ～ 令和５年11月10日 （２泊３日）

視察事項

視察先 　北海道登別市、北海道小樽市





















十和田市議会運営委員会

令和5年11月 17日

自民公明クラブ

中嶋 秀一

登別式議会改革についての報告書

視察日時 令和5年年11月 8日（水）１4：00～

場 所 登別市役所

●事業の概要

早稲田大学マニフェスト研究会の「議会改革調査 2022」で登別市議会が全国 1位に輝いた。

同調査は昨年 12 月～今年 1月にかけて全国の都道府県議会、市町村議会を対象に実施。「情

報共有」「住民参画」「議会機能強化」の 3分野の取り組みを調査して数値化し、改革の進み

具合をランキングとして発表しているものです。

登別市議会では 2000 年から議会改革に着手。21 年度には道内で初めて議会事務局員による

政策提案制度を設けたほか、妊娠や子育て、障害のある議員などに配慮するため、オンライ

ンによる委員会出席も可能とした。

また、住民と議会の情報共有の取り組みとして、18 年度には傍聴者の年齢制限を撤廃した

ほか、許可がなくても傍聴者が撮影や録音、録画できるようにした。昨年度は市議会議員政

治倫理条例にハラスメント禁止項目を新たに盛り込んだ。

●登別市の概要

登別市人口 44,535 人（R5 年 10 月 1 日現在）

議員定数 19 人

●議会改革の内容

・平成 12年度「IT推進に関する特別委員会」の設置
・平成 13年度「会派に 1台パソコン設置/ホームページ開設」
・平成 14年度「例規集 CD化/議員へパソコン貸与・議場持込み／メールアカウント取得」
・平成 18年度「議会改革推進委員会設置（全議員参画・小委員会制）」
・平成 19年度「第一回議会フォーラム開催/委員会活動計画書/委員会意見交換会開始」
（改選期）

・平成 21年度「議会中継開始（本会議と各委員会）テレビモニターによる資料提示」
・平成 23年度「議会基本条例制定・『基本条例』チェックシート」



・平成 24年度「議会サポーター制度開始」
・平成 27年度「議員自己評価」
・平成 31年度「議会 HPリニューアル（クラウド型・Google併用）」

「議場への障がい者傍聴席の設置」

●主な改革項目の内容

1，オンライン委員会
令和 3年度からオンライン委員会を導入。委員会条例を改正し、オンラインを活用した会議
出席を可能としたこと。多様性のある議会の実現に向けた手法の一つ。

2，議会事務局職員提案制度
令和 3年度から事務局職員提案制度を導入
・「議長交際費」を「議会交際費」に見直し

・委員会審議報告 口述書の見直し

3，コンプライアンス強化 議員の見える化へ

令和 4年度から
・政務活動費検査会設立（内部統制）

・政治倫理条例へのハラスメント禁止規定

・基本条例・会議規則への「合理的配慮」規定

・議会図書室へのベビーサークル・乳幼児図書配置

令和 5年度から
・「議論する議会」へ向けた諮問

・議会・議員活動オープンデータ作成へ

4，議会サポーター制度
〇市民サポーター

・15名以内・無償・委員会に常設
・年 1回以上の意見交換
〇専門的サポーター

・5名以内・有償・非常設
・議案審査や調査に必要な場合

●まとめ

登別市議会は市民に開かれた議会運営を目指しています。これまでそうだったからではなく、

どうしたら合理的配慮の上から議会運営がスムーズにまた活発になっていくかを追求して

いるところが大変勉強になりました。十和田市も議会改革を進めてまいりたいと思います。



小樽市議会活性化推進会議についての報告書

視察日時 令和 5年年 11月 9日（木）１4：00～
場 所 小樽市役所

●事業の概要

開かれた議会や審議の充実など、議会の活性化に向けた取組を進めるため、平成 10年に設
置された「議会活性化研究会」からスタートし、時代のニーズに合わせて会議名称や協議内

容を少しづつ変えながら、現在は、「小樽市議会活性化推進会議」として議論と取組を継続

しています。

●小樽市の概要

小樽市人口 107,908人（R5年 3月 31日現在）
議員定数 25人

●議会改革協議項目の内容

小樽市議会活性化研究会（平成 10年 12月～平成 13年 4月）では、
・議場にモニターテレビを設置

・議会だよりの発行

・小樽市議会傍聴規則の一部改正

・庁舎正面入口への「会議案内板」の掲出

・本会議における議員呼称統一

・採決時の議長宣告の言い回しの統一

・小樽市議会における議会運営の見直し検討項目（13項目）

小樽市議会活性化研究会（平成 19年 8月～平成 31年 4月）では、
・議会報告会・懇談会の開催について

・インターネット等による議会中継について

・代表質問における「1問 1答制」の導入
・本会議・委員会の午前開催ついて

小樽市議会活性化推進会議（令和元年 5月～令和 5年 4月）
・インターネット等による議会配信

・ペーパレス化（議場への PC持ち込み、パワーポイントなどの利用に関する検討を含む）
・小樽市議会業務継続計画（BCP）の策定
・代表質問、一般質問の在り方



小樽市議会活性化推進会議（第二次）（令和 5年 5月～令和 9年 4月）
・インターネット等による議会配信

・議会、議員資料のペーパーレス化

・代表質問、一般質問の在り方

●まとめ

小樽市議会では現在議会改革を推進中で全体としてみると十和田市議会と大きな違いはな

いように思います。ただ現議員の平均年齢が 51.5歳と大変若い世代が多く今後大きく議会
改革が進む要素があるものと思います。

北海道開拓の物流拠点として栄えた小樽市も、第二次世界大戦後は長い斜陽期に入りました

が、小樽運河再生から観光都市への取り組みで、街並み景観や文化に対する意識向上が図ら

れ運河再生を機に観光都市へと変わりました。

十和田市も昭和 30年～40年代にかけて全国から修学旅行客が訪れ十和田湖・奥入瀬渓流は
人であふれましたが、バブル崩壊と東日本大震災以降は訪問客も減少し市中心街と共にさび

れてしまいました。地域観光再生を図る点では十和田市も大いに参考にするべきです。

今回の議会運営委員会視察では市民に開かれた議会、市民の声を議会に反映させ地域を活性

化させる取り組みを学びました。議会運営委員会の一員として十和田市発展のために尽力し

てまいりたいと思います。



R５ 議会運営委員会行政視察報告書

山端 博

・令和 5年１１月８日

・北海道登別市

※面積 212.21㎢ 人口 44,000 議員定数 19

⑴登別市における議会改革の取組みについて

十和田市議会では議会改革の推進を図るために、議会基本条例を制定し、

議会改革や議会活性化各種取り組みを実施してきました。しかし、近年の市

民ニーズの変化に対応するためには、市民に親しまれ、わかりやすい、開か

れた議会運営を実施するため、平成１９年度から「議会改革」に取り組んで

いる登別市議会を研修し、当市議会の議会改革と議会活性化に生かすため、

同市を訪れました。

〇常任委員会の市民との意見交換について

議会活動を活性化させるにあたり、各委員会が「年間活動計画書」を作成し

て、市民の声を取り入れる「意見交換会」や「議会フォーラム」を開催し、

それらを監視チェック機能や政策提言、条例制定などへ反映すべく「市民・

住民参加型」の取り組みを基本に活動を展開している。

「意見交換会」は、「市民への情報提供、課題等の解決や調査、市民意見の

把握」などを目的に計画し、主に市内の各種団体等を中心に開催している。

「議会フォーラム」は、平成１８年における議会改革の取り組み経過におい

て、「議員定数３名減、定例会の年３回開催（６月議会廃止）を実施したこ

とから、議会の活性化を維持するため、「６月議会の補完」を目的に「議会

フォーラム」の開催を決定した。議会フォーラムは、議会全体として「市民

との意見交換の場を定期的に開催するもの」であり、平成１９年度から継続

している。

〇議会運営における ICT の取り組みについて
平成１２年度に「ＩＴ推進に関する特別委員会」を設置、平成１３年度は会

派に１台パソコン設置（貸与）と市議会ホームページの開設、平成１４年度

は例規集のＣＤ化と議員へパソコンの貸与、平成２１年度から議会中継を開

始（本会議と各委員会）、テレビモニターによる資料提供を開始した。

〇議会サポーター制度について



議会の政策形成機能、審査機能を高めるため、市民で構成する議会サポータ

ーと専門的な知識等を有する者で構成する議会サポーターを設置した。市民

サポーターは１５名以内、専門的サポーターは５名以内とし、市民サポータ

ーは委員会において必要と認めたとき、議案等の審査又は調査のための参考

意見を聴取する。また、機会がない場合にあっても、委員会の委員と毎年５

月から翌年４月までの間に１回以上、意見交換を行う。専門的サポーター

には委員会において必要と認めたとき、議案等の審査又は調査のための参考

意見を聴取する。

また、議長が必要と認めたとき、議案等の審査又は調査のための参考意見を

聴取する。

⑵ま と め

議会活動の活性化に向け各委員会が「年間活動計画書」を作成して、市民

の声を取り入れる「意見交換会」や「議会フォーラム」を開催、その後にお

いて監視チェック機能や政策提言、条例制定などへ結びつける「市民・住民

参加型」の取り組みの活動を展開している。

また、議会の政策形成機能、審査機能を高めるため、市民サポーターと専門

的サポーターを設置し、委員会において必要と認めたとき、議案等の審査又

は調査のための参考意見を聴取するなど、広範囲による議会改革・議会活性

化の施策を参考に、当市も従来の方法を検討する必要があると考える。



R５ 議会運営委員会行政視察報告書

山端 博

・令和 5年１１月９日

・北海道小樽市

※面積 243.83㎢ 人口 108,000 議員定数 25

⑴小樽市議会活性化推進会議について

開かれた議会や審議の充実など、議会の活性化に向けた取組を進めるた

め、平成 10年に設置された「議会活性化研究会」から始まり、時代のニーズ
に合わせ「議会活性化検討会議」となり、現在は「議会活性化推進会議」と

して議論と取組を継続している。

〇議会活性化研究会（平成 10年～平成 13年）、議会活性化検討会議（平成
19 年～平成 31年）協議され実施した取組
・議会だよりの発行

・議会傍聴規約の変更

・議員呼称の統一

・議会報告会・懇談会の開始

・インターネット議会中継

・代表質問時の一問一答制の導入

・本会議・委員会の午前開催 ※小樽市では通常午後開催

〇議会活性化推進会議 1期（令和元年 5月～令和 5年 4月）の主な協議内容
・インターネットによる議会配信

本会議以外の４常任委員会でも配信設備を増やし、審議内容等を配信。

・ペーパーレス化

新型コロナウイルス関連交付金を活用し、タブレット端末や通信設備を

整備する。

・小樽市議会業務継続計画（BCP）の策定
市の BCPが策定されたことを受け、協議を開始したが議論不十分との見解
により、策定するまでの間の指針として、「災害時等対応指針」を策定。

〇議会活性化推進会議 2期（令和 5年 5月～令和 9年 4月）
2期目ではすでに 2回会議を開催済みであり、議長から諮問を受けた 1項
目を 協議済み。今後は、前期から引き継がれた 3項目に新たに協議項目を
追加 し、優先順位をつけて検討していく。



⑵ま と め

小樽市では平成 10年から市民ニーズの変化等に対応する為、改革を行ってい
る。こういった会議を常に設置し協議を行うことで、柔軟に物事に対応でき

る機会が増え、素晴らしい事だと思います。当市議会においても、委員会の

SNS発信や BCP策定も検討されていることから、広報委員会の設置や、BCP
に係る会議の設置も考えていかなければなりません。











議会運営委員会行政視察報告書

議長 石橋 義雄

--------------------------------------------------------------------------------

１．日 時 令和５年 11 月８日（水）

２．視察場所 北海道登別市

３．視察項目 「議員による中高生向けの出前授業、子育てや介護中の議員に配慮した

オンライン会議など市民参画や多様性を重視する取組について」

４．内容、所感

住民自治の鏡として議会を機能させるために、若手や政治未経験者、女性などの幅広

い存在で議会も構築されることを目指すことによって、住民と同じ価値観で議決ができ

るという機関を目指しているとのこと。議員が変わっても、継続的・論理的な議会活動

を保障する仕組みづくりを行い、若手や政治未経験者、女性などの幅広い議員が活躍で

きる環境を整えることことにより、多様性のある議会の実現を目指す姿勢が、議会改革

度調査 2022 総合ランキング全国１位につながっていると感じた。

一時期、議会改革そのものに夢中になり、実際にある課題をどう解決しようかという

ことではなく、先進的な取組を行っている市議会の取組みを採用して仕組み作っている

時期があったが、現在は、議会全体が共通認識をもってコンセプトに合わせて進めてい

けるような小さな仕組みづくりを重ねていくということで、議長が所信表明を行って進

めているとのこと。

議員の４年間の任期で、属人的になにかを進めた、もしくは進めれなかったというこ

とがないように議長におけるマニュフェストの提示、委員会に置ける目標の設定などを

行うことで着実に継続的に目標に向けて歩みを進めていくスタイルは学ぶべきものがあ

った。

議員のなり手不足が問題となっている昨今において、議員が成果を出しやすい環境を

しっかりと構築し、若手や政治未経験者、女性などの幅広い層が議員となったときに活

躍できる場を整えることは当市議会においては喫緊の課題であると認識した。

--------------------------------------------------------------------------------

１．日 時 令和５年 11 月９日（木）

２．視察場所 北海道小樽市

３．視察項目 「議会活性化推進会議について」

４．内容、所感

小樽市議会活性化推進会議は、開かれた審議の充実など、議会の活性化に向けた取組

を進めるため、平成 10 年に設置された「議会活性化研究会」からスタートし、時代のニ

ーズに合わせて会議名称や協議内容を少しずつ変えながら、現在は、「小樽市議会活性化

推進会議」として議論と取組を継続している。

小樽市議会で取組んでいる取組みの多くは、当市議会でも取り組んでいるものである

と感じた。現在も継続した協議を行っている項目、新たに加えたい項目の中で優先順位

をつけて検討し、議会運営の質の向上を図り続けている姿からは、学ぶものが多かった。










